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事例発表４－１ 
「横浜におけるパイロット事業について 

     ～子どもの力を育む居場所づくりに向けた取り組み～」 
 

塚本 一郎 氏  
（明治大学経営学部教授、(株)公共経営・社会戦略研究所代表取締役） 

                
 明治大学の塚本です。よろしくお願いします。15 分と限られた時間ですけれども、きょ

うは、濱田理事長と２人で分担してお話しますので、私は７､８分ぐらいお話をしたいと思

っております。プレゼン資料は英語ですが、日本語で話していきたいと思います。 
日本では、SIB に対して非常に関心が高まっておりますが、本日は、日本における SIB

の台頭と、横浜のプロジェクト、パイロット事業の簡単なフレームワーク等についてお話を

したいと思います。 
 
・Overview : Social Impact Bonds in Japan 

  

 
改めてお話しする必要もないと思うのですが、日本では 2014 年ぐらいから SIB に対する

関心が高まっています。2015 年以降は、実際にパイロット事業がつくられてきています。 
そこには、日本財団などの貢献もありますし、政府でも、例えば経済産業省などがリード

して幾つかのパイロット事業がすでに行われており、 結果が出たりもしています。もっと
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も、それらはあくまでもパイロット事業であって、SIB そのものではないのですが、例え

ば、横須賀市とか、尼崎市とか、いろいろなところで実証実験がなされています。 
これらのほとんどがインパクト評価は入れていますが、リターンを得るようなボンドのモ

デルはまだないということと、財団の補助金、グランティングモデルだということが特徴で

はないかと思っています。 
そんな次第ですので、本格的な SIB は、まだ日本では始まってないというのが現状だと

思います。そういう中でも、特にインパクト評価ということに日本では関心が高まっている

と思います。 
先ほどいろいろとお話を伺って､学ぶものがたくさんありましたが、最初にお話をしてお

きたいことは、評価が大事だということです。評価というのは、契約の一部ですから、評価

がいい加減だということは、契約自体が不完全だということなので、どれだけ厳格にするか

という問題はあるのですが、インパクト評価はしっかりしなければいけないし、先ほどお話

があったように、データ収集もしっかりしなければいけないと思います。 
それから、パートナーシップというのも非常に重要です。我々もいま横浜でパイロット事

業をやっていますが、関係をつくっていくのは非常に難しいと思います。子どもの学習支援

の場合ですと、学校との関係、地域団体との関係など、いろんな関係づくりが必要になって

きます。もちろん SIB の投資家、実施団体、中間支援組織、それから横浜市との間の関係

づくりとなどとのパートナーシップをつくることも非常に重要です。それには、時間がかか

る。取引コストがかかるわけです。 
それから、パフォーマンスを上げていくためのパフォーマンス・マネジメントが重要です。

幾つかの集団が関わってきますので、それをどうしていくかということが重要なポイントに

なると思います。 
 

 
いまのところ日本では、インパクト評価に対する注目も高まっていて、特に内閣府は力を

入れて、インパクト評価のカルチャーをつくっていこうとされます。しかし、日本ではまだ
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インパクト評価についても、極端に言えば、インパクト評価イコール SRI（Social return 
investment）みたいな誤解もありますし、標準化された手法がまだ確立されていという現

状があります。 
それから、PbR（成果連動型契約）についても関心が高まっていますが、PbR に関して

の標準的なガイダンスがまだありませんし、理解があるわけでもない。政府の人たちも、必

ずしも PbR の意義について理解しているわけではないというのが現状だと思います。 
 
・Fact findings from The early stage pilots   

 
 
上に挙げたのが、これは私の個人的な意見ですけれども、いままでの日本の SIB の現状

を振り返ってみるとどういうことが言えるかです。 
最初は、投資ということに注目が集まったと思います。その一方で、パートナーシップで

あるとか、パフォーマンスベースのコントラクティングであるということについての関心は、

それほど強くなかったと思います。だから、最初の段階では、財政コストの削減が過大に強

調されてきたという経緯があると思います。 
もう１つは、これは仕方がないことかもしれませんけれども、アウトカムメトリックスが

シンプルすぎる、それが問題ではないでしょうか。これからそれはどんどん改善されていく

と思うのですが、そういうさまざまな課題があったと思います。 
 
・Learning Lessons from Early Experiments in Japan  
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 海外のいろいろな経験や、日本の現状を考えてみると、クリアなロジックモデルを我々が

つくっていく必要があるだろうということと、社会的なベネフィットや､政府におけるベネ

フィットを生み出すことへのエビデンスを示していくこと、 明確にエビデンスをデータで

示していくことが必要ではないかと思っています。 
 また、インパクト評価という手法について、できるだけ標準化していくこと、これはイギ

リスでもあまり成功してないと思うのですが、そのための努力が必要ではないかと思ってい

ます。 
 さらに、実際動かしてやってみると、既存事業とかなり重複する部分が出てくるわけです。

そういったデマケーションというか、既存事業との重複をどう避けていくかという問題を考

えていく必要があると思います。 
 そして、先ほどからいろいろとお話があったように、やはり取引コストが非常にかかると

いうことは考えなければいけません。SIB というスキームにはさまざまなステークホルダ

ーが参加するので、そういう取引コストがかかることについて、我々はもっと理解をする必

要があるのではないかと思っています。 
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・What does Yokohama Pilot Project differ from other experiments in Japan? 

 話が長くなるので飛ばしていきますが、横浜市の SIB の特徴について少しお話をしてい

きたいと思います。 
 横浜市では、去年の 10 月から始まったばかりです。特徴的なのは、パートナーシップを
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ベースにしていることです。 それはある意味本格的なパートナーシップだと思うのですが、

横浜市と、あとでお話しされる実施団体の、社会福祉法人たすけあいゆいさん、それから中

間支援組織、それから投資家、投資家といっても、今回はゴールドマンサックスジャパンの

寄付ですが、との間の本格的なパートナーシップです。だから、ある意味、パートナーはみ

んな自立をしているので、非常に取引コストがかかります。我々もしょっちゅう会議をやり

ます。必要に応じて実務者レベルの会議、運営会議などをしています。“日本で始めて”と

いう表現は好きではないのですけれども、投資銀行が参加したスキームであるということで

す。ゴールドマンサックスが参加したスキームであるということです。 
 分野的に見ても、子どもの学習支援。特に経済的・社会的な環境において問題を抱えた子

どもたちに対する学習支援という分野では、日本では最初のケースだと思います。 
 最後に、特徴的なところは、インパクト評価を重視しているということです。なので、評

価によっては、あまりいい結果は出ないかもしれませんけれども、それは正直にレポーティ

ングするべきではないかとは思っています。そういった特徴があります。 
 
・Outline of Yokohama Social Impact Measurement Pilot Project 

  

 
これは横浜市の限られた地区で実施をしています。横浜市南区の、それも非常に狭い学区

でやっております。 
 目的としては、困難を抱えた子どもたちに対して、居場所の支援、学習支援、生活支援を

していくということであります。期間としては、去年 10 月から始まったのですが、１年半
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のプロジェクトを予定しています。場所は、南区のコミュニティサロン「おさん」というと

ころです。そこはもともとお寿司屋さんだったところを改装してコミュニティスペースにし

て、そこを拠点として子どもに食事を提供したり、子どもの居場所にしたり、夕方になると

学習支援を実施したりしています。 
 ターゲットは誰か、これはちょっと難しいのですが、基本的には小学生・中学生です。学

校からどれだけ協力が得られるかということですが、小学校は比較的協力的です。中学校が

協力的でないというわけではありませんが、主に小学生をターゲットにしています。 
 内容としては、学習支援がメインです。大学生のボランティアとか、社会人が無料で教え

る。次に、居場所づくりです。子どもが立ち寄って食事をしたり、大人と話をしたり、子ど

も同士で話をしたり、そういう居場所を提供している。家庭や学校と違うサードブレースと

言うのですか、第三の場所を提供する。それから、食事を提供して生活改善などをしていく。

そういった主に３つの分野で包括的なサービスを提供しているということです。 
 
・Outline of Yokohama Social Impact Measurement Pilot Project 

 

 
さっき言いましたように１年半。2016 年 10 月から始まって、関係づくりとかいろいろ

時間もかかりまして、アウトカムの計測は、今年の４月からやっていこうということで考え

ています。実際やってみて、やはり時間は結構かかるなということを感じているところです。 
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・Yokohama Social Impact Measurement Model  Program 
 
 これはスキームの図です。ストラクチャーはこういう形になっていまして、寄付はゴール

ドマンサックスさんが提供しています。サービスプロバイダーとしては、社会福祉法人たす

けあいゆいさんがサービスを提供しています。受益者は、主に困難を抱えている小学生・中

学生。中間支援組織は、明治大学を拠点にしいる会社がやっています。今回のモデルに対し

て評価計画をつくってくれと委託をしたのが横浜市です。 
 この特徴は、第三者評価機関を入れていることです。これは明治大学のプログラム評価で

著明な先生がつくった研究所ですが、そういったインディペンデント、第三者評価機関を入

れてやっているところです。 
 
・Logic Model: Yokohama Social Impact Model Pilot 
 これはロジックモデルです。 さっき言ったようなアクティビティを行なって、それに継

続的に子どもが参加するというのがアウトプットですが、それによるアウトカムとしては、

特に学習に関わるアウトカム、あるいは、自尊感情が改善されるなどを含めた意識や行動に

関するアウトカムや、家庭関係の改善などを含めたソーシャルスキルに関わるようなアウト

カム、あるいは将来のキャリアです。例えば、大学生のボランティアが参加することのメリ

ットで、私もこういう大学生のお兄ちゃん・お姉ちゃんみたいになりたい、私も大学に行き

たいとか、そういう変化もあるわけです。将来のキャリアに対する見通しだとか、キャリア

選択に対する影響というのも、１つのアウトカムだろうと考えています。 
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 そういったいくつかのアウトカム指標を設定して、これをどう費用化を設定するかは難し

いのですが、できるだけ貨幣換算していきたいと考えています。 
 

 
・The experiment in Yokohama just starting 
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 拠点はここ（おさん）です。月１回土曜日にレクレーションをやっていますが、平日の月･

水･金は夕方に学習支援をやっています。土曜日は、今回は 20 人ぐらい集まって、大学生

と一緒にお好み焼きをつくりました。これもソーシャルスキルの向上につながるわけです。 
ということで、こういった活動をやっている最中で、まだ結果がどうのという段階ではな

いため、まさに関係づくりをして、ストラクチャーを回していくことに力を入れてやってい

ると状況です。 
 次に、濱田さんにお願いします。 
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事例発表４－２ 
「子どもの力を育む居場所づくりに向けた取り組み」 

～手をつなぎ地域と咲かそう ゆいの華～ 
 

濱田 静江 氏  
（社会福祉法人たすけあい ゆい理事長） 

 
塚本先生ありがとうございます。 
 たすけあいゆいの濱田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。南区の南吉田町と

いうところでささやかな試みをさせていただいていることを発表させていただきます。 
 
・「社会福祉法人 たすけあいゆい」とは 
 まず「たすけあいゆい」のご紹介をさせてください。こんな形でたくさんの地域密着型の

事業をさせていただいています。従業員は 233 名ほどおります。 
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・子どもの力を育む居場所づくりに向けた取り組み 

 
 「おさん」です。住所と、開業時間と、どんなことをやっているかというのと、外からの

写真です。看板などについては、地域の方々が、こうやったほうがいいのではないか、ああ

やったほうがいいのせはないか、と言われたとおりにつくらせていただきました 
 
・コミュニティーサロンおさんの取り組み 
おさん食堂、おさん・ひなた塾。それから、コミュニケーションを使いながら買い物をす

るために、10 円だけ持ってくれば駄菓子が買えるということなどもやっています。障害者

の作業所がたくさんありますので、「小箱ショップ」もしております。それから、地域交流

のお楽しみ会をやっています。これらのことをやって、いまは、土曜日も子どもたちは学校

がすごく忙しいというのがわかったのですが、その合間を縫って地域交流の行事の組み立て

をさせていただいています。また、メダカの飼育などもさせていただいています。 
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・おさん食堂 昼間の様子 
 これが昼間の様子です。朝の 10 時半ぐらいに来て、お風呂がな

いので、お風呂だけ家に帰って入ってきて、またここに「ただい

ま」と戻ってくるご高齢の方がたくさんいらっしゃいます。 
 
・おさん食堂 夜の様子 
 これは夜の風景です。夜になると、なるべくオレンジ色っぽい、

明るいのだけれども暖かい雰囲気で灯りがともるようにさせてい

ただいています。それと、夜になると夕飯を食べに来てくださる

ご高齢の方や、子育て最中のお母さんたちもたくさんいらっしゃ

います。 
 
 
・おさん食堂のメニュー 
 これは、ある日のご飯の提供のメニューで

す。セカンドハーベストですとか、私どもの

社会福祉法人は、児童福祉施設も持っており

ますので、一部の企業から食材の提供をたく

さん受けていますので、ここでも一緒に使わ

せていただいています。 
 
 
 
コミュニティーサロンおさんの様子 
 これは駄菓子屋です。きのうも塚本先生と皆

さんが見学に来てくださったときに、子どもた

ちが７，８人いたと思うのですが、その子たち

が 10 円持ってきて、あの辺の駄菓子を、うち

のスタッフと丁々発止で、「ただいま」とか、

「100 円持ってきたから、きょうは 10 個買える

ね」とか言いながら、楽しみながら、コミュニ

ケーションのスキルを上げるためにも、駄菓子

屋はとてもよかったなと思っています。大変売れゆきがようございます。 
 これは外から見る「小箱ショップ」ですが、知的障害の作業所、精神の作業所、それから

難病と闘っている方たちが作品を発表する場にもしてほしいというお願いがありましたの
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で、そんな「小箱ショップ」をたくさんさせていただいています。 
 
・コミュニティーサロンおさん事業内容 
①おさん食堂 
 おさん食堂の簡単なルールを説明します。昼食と夕食を 350 円で地域の方に提供させて

いただいています。小学生以上のお子さんは登録が必要です。それは、ひなた塾に登録して

ほしいからです。中学生未満のお子さんは 100 円だけちょうだいしています。 
 営業時間は、昼食は 11 時半から 1 時半まで。夕食は 5 時から 7 時半までとなっています。

そのかわり、お子さんの夕食は 4 時半から 7 時半までとなっています。 
 
②おさん・ひなた塾 

 
おさんのひなた塾では、基本的には宿題を持ってきて、「その日のうちに宿題は済ませてし

まおうよ」という生活リズムを刻むことも大切にしています。 
  
うちのスタッフと学生のボランティアさ

んです。たまたまこの２人は女の子だった

のですが、何カ月かやってみて、よくわか

ったことがあります。 
ひなた塾に登録しているご家庭の特徴が

いくつかわかってきました。両親が夜遅く

なるまで共働きをしていて帰ってこない。

家庭内の親子関係にかなり課題を抱えてい

る。外国につながる子どもが、すぐそばの

小学校は 50％を超えようとしているのでが、日本独特の仮名づかいですとか、ことわざで

すとか、漢字ですとか、言葉づかい、それから、これが一番問題だと思うのですけれども、
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習慣などを習得しにくい家庭環境にあるということがわかつてきました。 
日々の子どもの言動から拾ってきたものですが、子どもの特徴としては、学習支援ボラン

ティアの、きょうも会場に来られた学生の方たちが、温かくて心地よい健康的な支援をして

くださっているので、その人たちが大好きだということです。このように、信頼をしている

ということ。簡単に関係をうまくつくってくださったことに心から感謝申し上げます。 
また、指導すればするほど、素直に聞き入れて改善しようと努力する素直な子どもたちな

のだということが、よくわかりました。また、塾に来て勉強するのが楽しいと思ってくれて

いるということもわかりました。お友だちと誘い合って来ているわけではないのですが、そ

こで出会ったお友だちをとても大切な存在だと思って、良い関係性を築いているので、学校

の中でもきっと良い関係が築けているのだろうなとうかがわれました。 
一番うれしかったことは、自分が通える塾があるということ。それも家の近くにあって、

そこへ行くと自分の考えを聞いてくれて、その通りサポートしてくれることが、実感として

良い学習意欲につながっているなということがわかってきたことです。 
こんな短期間のうちに、子どもたちは言葉を使って雄弁に語るのだなということに驚いて

います。人と人との良い関係以外に社会福祉事業は、継続することは難しいと、二十数年ず

っと思い続けてきましたが、子どもの支援も、原点に戻るべきだということを痛感しており

ます。子どもたちからたくさん学ばせていただいています。 
 

 
 

 ひなた塾の少しのルールを説明します。 
 保護者と連携して登録をお願いしています。それは、保護者が自分の子どもがどういうふ

うにしたいかということを、まず親子で話し合っていただきたいので、親も承知して登録を

させていただくことにしています。「うちの子は、きょうどこに行っているのかしら」とい



100 
 

うのは困るわけです。 
 利用は、月曜日・水曜日・金曜日の週⒉日以上通うこと。やることは、宿題や基礎学習で

す。中学生のお子さんは、小学校 3 年生でつまずいています。小数点がわからないという

ところからなので、中学 3 年生になりましたが、小学校 3 年生の教材からもう一度戻りな

がら勉強させていただいています。  
 支援のスタッフは、大学生のボランティアが 14 名になりました。評価ですとかいろいろ

なことは、塚本先生のところの会社にお願いをしています。常勤のスタッフが１名常駐して

います。 
 
・おさん・ひなた塾 お楽しみ会の様子 
 大岡川の両側に、日本の３大名所といわ

れている桜の並木があるのですが、その桜

が咲く前の３月に学生さんたちが、うちの

地域の子どもたちと一緒に「桜の花を壁面

飾りで満開にしようよ」と言ってつくって

くれたものです。 
 これは、大学生のボランティアさんと一

緒に、お好み焼きをつくって食べています。

家庭で自分たちの食べたいものを、食べたいときにつくるという経験が非常に乏しいという

ことを実感させられています。とても楽しそうにつくっていて、それから、たくさん食べた

ことが本当にうれしかったです。 
 
・コミュニティーサロンおさんのネットワークの特徴 
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 どういうふうに全ての人たちが私どもに関わってくれているかという図を作りました。た

くさんの人たちの中で、これだけのことをさせていただいております。本当に心より感謝申

し上げます。 
 
・コミュニティーサロンおさんが大切にしていること、めざすもの 
私たちの目指しているものです。 
・子どもの力を信じて見守り、待つこと。 
・子どもたちの描く未来を応援すること。 
・子どもの未来が子ども自身で切り拓かれるよう子どもの生きる力を育む取り組みを継続

すること。 
・子どもの変化がどのように社会に良い影響を及ぼすのかを検証し、実証していくこと。 

 
  大人たちが本気になって子どもたちの事を考えること。考えた事を実践できる場として

あり続けること。 
 
 このプロジェクトは１年半で終わりますが、地域の方々や全ての子どもに関わる方々と一

緒に、ずっとこの場を継続していけたらと思います。 
様々な形で、子どもたちを見守り、応援してくださっている方々に、最後にひとこと、心

より感謝申し上げます。これからも、どうぞ応援をしてくださいますよう、よろしくお願い

申し上げます。 本当に、本日はありがとうございます。 
 
司会：ありがとうございました。塚本先生と濱田様に、もう一度大きな拍手をお願いいた

します。（拍手） 
 このあとはパネルディスカッションへと移らせていただきます。準備をいたしますので、

いましばらくお待ちくださいませ。準備が整い次第始めてまいります。 


	Dr. Chih Hoong Sin, Senior Director, Innovation & Social Investment, Traverse

